
が
８
４
・
１
７
％
に
改
善
し
て
お
り
、

全
般
的
に
年
鑑
・
経
営
指
標
と
比
較
す

る
と
良
好
な
状
態
と
い
え
ま
す
。

２　

山
入
水
源
及
び
鳥
平
水
源
に
つ
い
て

ア　

山
入
水
源
の
使
用
に
関
し
て
は
、
地

元
の
関
係
者
と
の
協
議
も
整
っ
て
お
り
、

円
滑
な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
地
元
関
係
者
と
の
意
志
の
疎

通
に
留
意
し
、
引
き
続
き
円
滑
か
つ
継

続
的
に
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

イ　

鳥
平
水
源
に
お
い
て
は
、
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
方
向
性

を
示
せ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
図
っ
て
く

だ
さ
い
。

３　

固
定
資
産
台
帳
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

決
算
書
固
定
資
産
明
細
書
に
示
さ
れ
て

い
る
数
値
と
現
実
に
管
理
さ
れ
て
い
る
固

定
資
産
台
帳
の
帳
簿
価
額
が
符
合
し
て
い

ま
せ
ん
。
決
算
上
は
、
前
年
度
の
決
算
数

値
か
ら
現
年
度
分
を
増
減
す
る
形
で
調
整

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
数
年
前
か
ら
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
適
正
な
管
理

が
出
来
る
よ
う
、
計
画
的
、
具
体
的
な
調

整
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

４　

水
道
管
破
損
事
故
に
つ
い
て

　
　

工
事
中
の
水
道
管
破
損
事
故
が
当
年
度

１
件
起
き
て
い
ま
す
。
昨
年
に
比
べ
る
と

件
数
は
減
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
不

注
意
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
よ
う
、
業
者

と
の
意
思
疎
通
を
密
に
し
、
注
意
喚
起
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

５　

有
収
率
に
つ
い
て

　
　

今
年
度
も
有
収
率
は
９
１
・
６
５
％
で
、

昨
年
に
続
い
て
90
％
を
超
え
ま
し
た
。
今
後

も
漏
水
調
査
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

給
水
効
率
の
改
善
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

６　

職
員
に
よ
る
横
領
事
件
に
つ
い
て

　
　

今
回
の
職
員
不
祥
事
は
大
変
残
念
な
こ

と
で
す
が
、
組
織
内
の
様
々
な
問
題
を
多

角
的
に
再
点
検
し
、
業
務
推
進
体
制
や
日

常
業
務
の
あ
り
方
等
も
含
め
て
改
善
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

こ
れ
ま
で
の
常
識
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

初
心
に
戻
り
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
桂
川
町
の
進
展

の
大
き
な
礎
に
な
る
も
の
と
確
信
す
る
次

第
で
す
。
果
敢
に
改
革
に
着
手
し
て
い
た

だ
く
よ
う
希
求
し
ま
す
。

７　

危
険
管
理
意
識
に
つ
い
て

　
　

水
は
命
の
源
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
改

め
て
留
意
さ
れ
、
非
常
時
に
対
す
る
危
機

管
理
意
識
を
怠
る
こ
と
な
く
、
今
後
と
も
、

「
安
全
か
つ
お
い
し
い
水
」
を
提
供
し
続
け

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

 

健
全
化
判
断
比
率
等

　

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
及
び
将
来
負
担

比
率
の
４
指
標
）
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
適

正
に
算
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し
た
。

　

各
指
標
の
値
は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
財
政
に
関
し
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○早期健全化基準（経営健全化基準）
　健全化判断比率のうちいずれかが早期健全化基準（経営健全化基準）以上の場合には、議会の議決を経
　て財政健全化計画を定め、自主的な改善努力による財政健全化が求められます。

○財政再生基準
　健全化判断比率のうちいずれかが財政再生基準以上の場合には、いわゆる赤字再建団体となり、議会の
　議決を経て財政再生計画を定め、国等の関与による確実な再生が求められます。

～健全化判断比率等の推移～

健全化判断比率及び資金不足比率は、早期健全化基準を下回っています。

健全化判断比率
資金不足

比率実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

平成 22 年度決算 －（なし） －（なし） 7.0% 22.2% －（なし）

平成 23 年度決算 －（なし） －（なし） 5.9% 11.7% －（なし）

平成 24 年度決算 －（なし） －（なし） 5.1% 5.3% －（なし）

早期健全化基準
（経営健全化基準） 15.00% 20.00% 25.0% 350.0% 20.00%

財政再生基準 20.00% 30.00% 35.0%

桂川町の家計簿チェック平成 24 年度決算
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桂川町の家計簿チェック平成 24 年度決算


